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資料１ 

学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議の設置について 

 

平成 30 年２月 28 日 

生涯学習政策局長決定 

 

 

１．趣 旨 

平成 26 年の障害者権利条約の批准（障害者の生涯学習の確保が規定）や平成 28 年４月

の障害者差別解消法の施行、平成 29 年４月の文部科学大臣メッセージ（特別支援教育の生

涯学習化に向けて）を契機とする取組等も踏まえ、学校卒業後の障害者が社会で自立して

生きるために必要となる力を維持・開発・伸長し、共生社会の実現に向けた取組を推進す

ることが急務である。 

今後、人生 100 年時代を迎え、超スマート社会（Society5.0）に向けた経済社会の変化

が一層加速する中で、誰もが必要な時に学ぶことのできる環境を整備し、生涯学習社会を

実現するとともに、共生社会の実現に寄与するため、学校卒業後の障害者の学びに係る現

状と課題を分析し、その推進方策について検討を行う有識者会議を設置する。 

 

 

２．検討事項 

（１）学校卒業後における障害者の学びの推進方策に関する検討 

（２）その他 

 

 

３．実施方法 

（１）有識者会議は、別紙に掲げる委員をもって構成する。 

（２）必要に応じて、委員以外の協力を得ることができる。 

 

 

４．その他 

 本件に関する庶務は、特別支援総合プロジェクト特命チーム各課室の協力を得て、総合

教育政策局男女共同参画共生社会学習・安全課障害者学習支援推進室において行う。 
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（別紙） 

 

学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議 委員一覧 

 

朝日 滋也   東京都立大塚ろう学校統括校長 
 

菅野 敦    東京学芸大学教授 
 

是松 昭一   国立市教育委員会教育長 
 

田中 秀樹   社会福祉法人一麦会理事長 
 

田中 正博   2020 年東京オリンピック・パラリンピックに向けた障害者の文化芸術活動 

を推進する全国ネットワーク事務局長、全国手をつなぐ育成会連合会統括 
 

田中 良三   愛知県立大学名誉教授 
 

津田 英二   神戸大学大学院人間発達環境学研究科教授 
 

戸田 達昭   シナプテック株式会社代表取締役 
 

松田 裕二   千葉県教育庁生涯学習課主幹兼社会教育振興室長 
 

○松矢 勝宏   東京学芸大学名誉教授、全日本特別支援教育研究連盟理事長 
 

箕輪 優子   横河電機株式会社人財・総務本部室ダイバーシティ推進課 
  

◎宮﨑 英憲   全国特別支援教育推進連盟理事長、東洋大学名誉教授 
  

山田 登志夫  公益財団法人日本障がい者スポーツ協会常務理事 
 

綿貫 愛子   NPO 法人東京都自閉症協会役員、NPO 法人リトルプロフェッサーズ副代表 
 

（◎：座長、○副座長）（五十音順、敬称略） 
 
（オブザーバー） 
 厚生労働省 社会・援護局 障害保健福祉部 障害福祉課 
 
   同   職業安定局 雇用開発部 障害者雇用対策課 
 
 独立行政法人国立特別支援教育総合研究所 
 

 国立教育政策研究所 社会教育実践研究センター 
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資料２ 

学校卒業後における障害者の学びの推進に関する有識者会議 

審議経過 

 

回 開催日時 議 事 

第１回 平成３０年 ３月２０日（火） 

１０：００～１２：００ 

１．運営規則の決定等について 

２．検討事項等について 

３．その他 

第２回 平成３０年 ４月１８日（水） 

１０：００～１２：００ 

１．障害当事者のニーズ・課題について（ヒアリング） 

（１）綿貫愛子 委員（「世田谷区受託事業みつけばル

ーム」の取組等） 

（２）町田市 とびたつ会 

（３）株式会社ミライロ 

２．その他 

第３回 平成３０年 ４月２７日（金） 

１３：００～１５：３０ 

１．学び・スポーツ・文化芸術の一体的な推進につい

て（報告） 

２．障害当事者のニーズ，自治体・特別支援学校等の

取組に係るヒアリング 

（１）大河内直之 東京大学先端科学技術研究センター

特任研究員（視覚障害者・盲ろう者に係るニーズ

・課題） 

（２）西宮市教育委員会（公民館等における各種講座

等の取組） 

（３）東京都教育委員会（特別支援学校公開講座・施

設開放事業等の取組） 

（４）菅野敦 委員（オープンカレッジ東京の取組等） 

３．その他 

第４回 平成３０年 ５月２３日（水） 

１３：００～１５：３０ 

１．聴覚障害者のニーズに係るヒアリング 

 ・松﨑丈 宮城教育大学准教授  

２．福祉・労働の関連事業等を活用した取組に係るヒ

アリング 

（１）田中秀樹 委員（社会福祉法人一麦会における取

組） 

（２）社会福祉法人わたぼうしの会 Good Job!センタ

ー香芝，一般財団法人たんぽぽの家における取組 

（３）NPO 法人エス・アイ・エヌ「集いの場あゆみ」

における取組 

３．その他 

第５回 平成３０年 ６月１４日（木） 

１４：００～１６：００ 

１．重度障害者の取組に係るヒアリング 

・訪問カレッジ＠希林館における取組 

２．共生のまちづくりの取組に係るヒアリング 

・社会福祉法人佛子園における取組 

３．その他 

第６回 平成３０年 ６月２９日（金） 

１４：００～１６：００ 

１．主な論点ごとの意見の整理に関する審議 

２．その他 

第７回 平成３０年 ７月１８日（水） 

１０：００～１２：００ 

１．主な論点ごとの意見の整理に関する審議 

２．その他 
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第８回 平成３０年 ８月 ９日（木） 

１４：００～１６：００ 

１．論点整理（案）に関する審議 

２．その他 

第９回 平成３０年 ９月１８日（火） 

１０：００～１２：００ 

１．「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するた

めの実践研究」事業受託団体ヒアリング 

・国立大学法人長崎大学 

・ＮＰＯ法人障害児・者の学びを保障する会 

２．その他 

第 10 回 平成３０年１０月 ３日（水） 

 １４：４５～１８：００ 

１．学校卒業後における障害者の学びの推進方策につ

いて(論点整理)に係る関係団体ヒアリング(９団体) 

・全国特別支援教育推進連盟 

・社会福祉法人日本盲人会連合 

・一般財団法人全日本ろうあ連盟 

・全国手をつなぐ育成会連合会 

・一般社団法人日本難病・疾病団体協議会 

・社会福祉法人全国重症心身障害児（者）を守る会 

・一般社団法人日本自閉症協会 

・公益社団法人全国精神保健福祉会連合会 

・社会福祉法人日本身体障害者団体連合会 

２．その他 

第 11 回 平成３０年１０月１８日（木） 

 １０：００～１２：００ 

１．「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するた

めの実践研究」事業受託団体ヒアリング 

・医療法人稲生会 

・ＮＰＯ法人ＰａｎｄＡ－Ｊ 

２．学校卒業後における障害者の学びの推進方策（論

点整理）に関する意見募集の結果について 

３．その他 

第 12 回 平成３０年１１月２２日（木） 

 １０：００～１２：００ 

１．「障害者の多様な学習活動を総合的に支援するた

めの実践研究」事業受託団体ヒアリング 

・秋田県教育委員会 

２．「超福祉の学校」～障害をこえてともに学び、つ

くる共生社会フォーラム～実施報告 

３．学校卒業後における障害者の学びの推進方策 

とりまとめに向けた議論 

４．その他 

第 13 回 平成３０年１２月１９日（水） 

 １０：００～１２：００ 

１．学校卒業後における障害者の学びの推進方策  

とりまとめに向けた議論 

２．その他 

第 14 回 平成３１年 １月２４日（木） 

 １３：３０～１５：３０ 

１．「障害者の生涯学習の推進方策について(報告案)」

について 

２．その他 

第 15 回 平成３１年 ２月１４日（木） 

１３：００～１５：００ 

１．「障害者の生涯学習の推進方策について(報告案)」

について 

２．その他 

第 16 回 平成３１年 ３月１４日（木） 

１３：３０～１５：３０ 

１．「障害者の生涯学習の推進方策について(報告案)」

について 

２．その他 
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

■
生

涯
学

習
の

経
験

と
今

後
の

ニ
ー

ズ

生
涯
学
習
の
経
験
に
つ
い
て
は
「
余
暇
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
(3
1
.1
%
)」
「
健
康
の
維
持
・
増
進
，
ス
ポ
ー
ツ
活
動
(3
0
.3
%
)」
「
学
校
段
階
で

学
ん
だ
内
容
の
維
持
・
再
学
習
に
関
す
る
活
動
（
2
7
.4
%
）
」
の
順
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

生
涯
学
習
の
ニ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
「
健
康
の
維
持
・
増
進
，
ス
ポ
ー
ツ
活
動
(2
5
.5
%
)」
「
社
会
生
活
に
必
要
な
知
識
・
ス
キ
ル
に
関
す
る
学
習

(2
3
.3
%
)」
「
余
暇
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
(2
2
.6
%
)」
の
順
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

生
涯
学
習
の
経
験
よ
り
も
今
後
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
も
の
と
し
て
は
，
「
一
緒
に
刺
激
し
合
う
仲
間
づ
く
り
等
(3
.1
ポ
イ
ン
ト
)」
「
社
会
生
活
に
必

要
な
知
識
・
ス
キ
ル
に
関
す
る
学
習
(0
.5
ポ
イ
ン
ト
)」
が
あ
が
る
。

生
涯
学
習
の
経
験
・
ニ
ー
ズ
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
「
特
に
な
し
（
3
8
.8
%
・
4
3
.4
%
）
」
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

移
行
期
(1
8
-
2
4
歳
)は
「
様
々
な
経
験
を
通
し
て
、
成
長
す
る
た
め
(5
9
.3
%
)」
が
高
い
傾
向
。

オ
ー
ル
ド
・
ア
ダ
ル
ト
（
5
5
歳
以
上
)は
「
健
康
の
維
持
・
増
進
の
た
め
(4
9
.4
%
)」
が
高
い
傾
向
。

■
生

涯
学

習
を

実
施

し
た

理
由

(
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

別
)

*
 
「

生
涯

学
習

の
経

験
を

有
す

る
」

と
回

答
し

た
者

の
み

の
回

答
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

■
学

習
形

態
別

の
経

験
と

今
後

の
ニ

ー
ズ

*
 
「
生
涯

学
習

の
経
験

を
有

す
る
」
と
の

回
答
者
の
み

の
回
答

経
験
と
し
て
は
「
自
宅
で
の
学
習
活
動
（
書
籍
な
ど
）
(5
7
.6
%
)」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
(4
2
.4
%
)」
「
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
(4
2
.3
%
)」
が
突
出
。

今
後
の
ニ
ー
ズ
も
「
自
宅
で
の
学
習
活
動
（
書
籍
な
ど
）
(3
7
.1
%
)」
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
(3
3
.3
%
)」
「
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
(2
6
.6
%
)」
が
多
く
な
っ
て
い
る
。

経
験
に
比
較
し
て
今
後
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
も
の
と
し
て
は
「
公
民
館
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
的
な
機
関
に
お
け
る
講
座
や
教
室
(3
.1
ポ

イ
ン
ト
)」
「
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
な
ど
民
間
の
講
座
や
教
室
、
通
信
教
育
(2
.7
ポ
イ
ン
ト
)」
「
同
好
者
が
自
主
的
に
行
っ
て
い

る
集
ま
り
、
サ
ー
ク
ル
活
動
(1
.5
ポ
イ
ン
ト
)」
等
と
な
っ
て
い
る
。
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

「
共
生
社
会
」
の
実
現
に
向
け
て
，
障
害
者
の
学
習
機
会
が
充
実
さ
れ
る
こ
と
は
重
要
な
取
組
だ
と
思
う
か
，
に
つ
い
て
は
，
8
1
.1
%
が
賛
同
。

■
障

害
者

の
学

習
機

会
の

充
実

の
重

要
性

に
関

す
る

認
識

(
障

害
種

別
)
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

■
学

習
に

関
す

る
情

報
の

有
無

，
学

ぶ
場

や
学

習
プ

ロ
グ

ラ
ム

が
身

近
に

あ
る

と
思

う
か

身
近
に
感
じ
て
い
る
も
の
と
し
て
，
情
報
に
つ
い
て
は
「
知
り
た
い
こ
と
(4
6
.3
%
)」
「
文
化
や
芸
術
(4
0
.1
%
)」
「
身
体
を
動
か
す
こ
と
(3
9
.1
%
)」
が
比

較
的
高
い
。

場
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
「
身
体
を
動
か
す
こ
と
(3
3
.7
%
)」
「
知
り
た
い
こ
と
(3
2
.8
%
)」
「
文
化
や
芸
術
(3
0
.7
%
)」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
，
身
近
に
感
じ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
は
「
身
に
付
け
た
い
技
術
(2
6
.8
%
)」
「
仲
間
と
学
び
あ
う
(2
8
.3
%
)」
場
や
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
が
る
。
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

■
生

涯
学

習
に

関
す

る
課

題

学
習
参
加
へ
の
物
理
的
障
壁
に
つ
い
て
は
「
な
い
」
「
あ
ま
り
な
い
」
を
あ
わ
せ
て
5
5
.4
%
，
ま
た
外
出
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い
て
困
難
を
感
じ
て

「
い
な
い
」
「
あ
ま
り
な
い
」
が
あ
わ
せ
て
5
3
.9
%
と
な
っ
て
い
る
。

学
習
に
充
て
る
時
間
や
学
び
た
い
意
欲
が
「
と
て
も
あ
る
」
「
あ
る
」
と
す
る
回
答
が
あ
わ
せ
て
4
7
.6
%
に
な
る
一
方
で
，
一
緒
に
学
習
す
る
友
人
、

仲
間
が
「
い
な
い
，
あ
ま
り
い
な
い
(あ
わ
せ
て
7
1
.7
%
)」
，
学
習
費
用
を
支
払
う
余
裕
が
「
な
い
，
あ
ま
り
な
い
(あ
わ
せ
て
7
1
.5
%
)」
，
学
ぼ
う
と
す
る

障
害
者
に
対
す
る
社
会
の
理
解
が
「
な
い
，
あ
ま
り
な
い
(あ
わ
せ
て
6
6
.3
%
)」
等
が
上
位
の
課
題
と
し
て
あ
が
る
。
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

学
校

卒
業

後
の

学
習

活
動

に
関

す
る

障
害

者
本

人
等

ア
ンケ

ー
ト調

査
結

果
回

答
者

基
本

属
性
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

■
回

答
の

対
象

と
な

る
障

害
者

の
続

柄
・

性
別

・
年

齢
・

居
住

地
域

回
答
の
対
象
と
な
る
障
害
者
の
続
柄
は
「
障
害
当
事
者
ご
自
身
」
が
4
7
%
，
次
い
で
「
母
親
(1
3
.5
%
)」
，
「
配
偶
者
（1
3
.4
％
）
」
と
な
っ
て
い
る
。

男
女
比
は
ほ
ぼ
半
数
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。

年
齢
に
つ
い
て
は
「
7
5
歳
以
上
」
が
1
4
.5
%
と
な
っ
て
い
る
。

都
市
規
模
別
居
住
地
域
に
つ
い
て
は
，
「
中
都
市
」
が
3
3
.1
%
，
次
い
で
「
大
都
市
」
の
3
1
.4
%
と
な
っ
て
い
る
。
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

■
障

害
者

本
人

の
最

終
学

歴
(
障

害
種

別
)

全
体
と
し
て
は
，
「
高
校
卒
(3
0
%
)」
「
大
学
卒
(2
4
.2
%
)」
の
順
と
な
っ
て
い
る
。

知
的
障
害
を
有
す
る
者
/
発
達
障
害
(自
閉
症
あ
り
)を
有
す
る
者
は
「
「
特
別
支
援
学
校
高
等
部
卒
」
比
率
も
高
い
。
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

■
障

害
者

手
帳

の
保

有
状

況
(
ラ

イ
フ

ス
テ

ー
ジ

別
)

全
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
を
通
じ
て
「
障
害
者
手
帳
は
持
っ
て
い
な
い
（
3
3
.3
％
）
」
が
高
い
。

移
行
期
(1
8
-
2
4
歳
)は
「
療
育
手
帳
(中
・
軽
度
2
2
.8
%
，
最
重
度
・
重
度
1
5
.1
%
)」
の
保
有
が
高
い
傾
向
。

オ
ー
ル
ド
ア
ダ
ル
ト
（
5
5
歳
以
上
）
は
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
の
保
有
が
高
い
傾
向
。
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出
典
：
文
部
科
学
省
「
学
校
卒
業
後
の
障
害
者
が
学
習
活
動
に
参
加
す
る
際
の
阻
害
要
因
・
促
進
要
因
等
に
関
す
る
調
査
研
究
」

「
家
庭
内
で
過
ご
し
て
い
る
(3
8
.5
%
)」
「
企
業
等
で
一
般
の
従
業
員
と
一
緒
に
働
い
て
い
る
(2
8
.7
%
)」
「
障
害
者
の
た
め
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
(1
1
.4
%
)」
の
順
に
高
く
な
っ
て
い
る
。

身
体
障
害
(肢
体
不
自
由
)(
車
椅
子
,ス
ト
レ
ッ
チ
ャ
ー
等
が
必
要
)を
有
す
る
者
は
「
家
庭
内
で
過
ご
し
て
い
る
(5
0
%
)」
「
介
護
保
険
の
通
所

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
(2
1
.2
%
)」
「
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
を
受
け
て
い
る
(1
5
.3
%
)」
と
す
る
者
が
他
の
障
害
種
よ
り
も
高
い
傾
向
。

知
的
障
害
を
有
す
る
者
，
発
達
障
害
(自
閉
症
あ
り
)の
者
は
「
障
害
者
の
た
め
の
通
所
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
(そ
れ
ぞ
れ
4
0
.3
%
，
2
3
.8
%
)」
と
す
る

者
が
他
の
障
害
種
よ
り
高
い
傾
向
。

発
達
障
害
(自
閉
症
な
し
)を
有
す
る
者
は
「
企
業
等
で
、
一
般
の
従
業
員
と
一
緒
に
就
業
(4
3
.8
%
)」
し
て
い
る
傾
向
。

■
日

中
の

活
動

状
況

(
障

害
種

別
)
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